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「Oishii Japan 2012」で鹿児島の食をシンガポールで PR！ 

 ～鹿児島県副知事プロモーションの実施～ 

 

シンガポール事務所 

 

11 月１日（木）～３日（土）までシンガポールにおいて国際日本食見本市「Oishii 

Japan 2012」が開催されました。地方自治体関係者も数多く参加され、それぞれの地

域の特産品等をシンガポールのマーケットに向けて PR されました。この見本市に合わ

せて、鹿児島県副知事によるプロモーション活動等が行われましたのでその概要を紹介

します。 

 

１．「鹿児島の食セミナー」開催 

Oishii Japan の鹿児島県関係者として、鹿児島県特産品協会、鹿児島県漁業協同組合

連合会、鹿児島県食肉輸出促進協議会により合計 10 小間が出展されました。会場の入

口付近に設置されたブースでは、鹿児島県産黒毛和牛やかごしま黒豚の試食をはじめ、

カンパチ・ブリ、焼酎、お茶、加工品など幅広い品目の PR が行われ、多くの人で賑わ

いました。 

また、Oishii Japan 初日の 11 月 1 日には「鹿児島の食セミナー」が開催され、鹿児

島産黒毛和牛を使ったローストビーフ、ブリのカルパッチョ、海老真蒸の調理のデモン

ストレーションが行われました。セミナー会場はほぼ満席で、試食をした人たちからも

すべてのメニューが非常に好評だったようです。また併せて鹿児島県の概要について紹

介が行われ、グルメはもちろんのこと、砂蒸し温泉や霧島連山登山など、鹿児島ならで

はの見どころ・体験のポイントが紹介されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．夕食懇談会におけるプロモーション 

11 月 1 日には、「竹葉亭」（インターコンチネンタルホテル内）において、シンガポ

ール政府関係者や現地の卸商社等を招いての夕食懇談会が開催されました。県産黒毛和

来場者で賑わう鹿児島県ブース 鹿児島の食セミナーでのトップセールス 



（CLAIR メールマガジン 2012 年 12 月配信 自治体のＰＲ活動 in アセアン特集） 

2 

牛や黒豚はもちろん、安納芋や鮮魚など多くの鹿児島県産品を使った料理がふるまわれ、

一つ一つのメニューについてシェフから説明がなされました。さつまいもや調味料、お

茶、水産加工品など多くの食材について流通関係者も関心を示されていたようです。甘

いものを好む人が多いシンガポールでは、日本のデザートなどの洋菓子・和菓子がもっ

と広がる可能性があるとのコメントも聞かれました。 

副知事と現地商社等が直接意見交換できる貴重な機会となり、鹿児島県産品の魅力や

今後取引の可能性のある具体的な品目、現地での流通の課題・今後の交流の拡大等に向

けて積極的に意見が交わされ、参加者の中には翌日、Oishii JAPAN を訪問し、商談を

行うケースもあり、この機会が効果的に活用されたようでした。 

  

３． 高級レストランに KAGOSHIMA WAGYU 販売指定店証を授与 

11 月２日（金）には、シンガポールで話題

性の高い高級ホテル「マリーナベイサンズ」内

のレストラン「Sky on 57」に、「KAGOSHIMA 

WAGYU」販売指定店証が授与されました。こ

の販売指定店制度は、鹿児島県産黒毛和牛の海

外での知名度向上と販路拡大を図るため、年間

取扱実績等が指定基準を上回る販売店や料理店

を指定するもので、シンガポールでは竹葉亭（イ

ンターコンチネンタルホテル内）、板長寿司に続

き３店目の指定となります。Sky on 57 では、

今年の１月にも鹿児島県産黒毛和牛、かごしま

黒豚、ブリなどの県産品を使用したメニューを提供するフェアが実施され、知事による

PR が行われています。 

鹿児島県食肉輸出促進協議会では、今年度、香港、タイ、シンガポール等で展示会や

商談会に参加し、鹿児島黒牛・かごしま黒豚の PR を行い、積極的な販路拡大に努めて

います。ここシンガポールにおいても、シンガポールの市場に限らず、経済成長が著し

い ASEAN 各国をターゲットとしたショーウインドウ的な市場としてもより一層販路の

拡大が期待されるところです。 

 

４．鹿児島県とシンガポールの交流 

鹿児島県は 1982 年からシンガポール政府との間で交流会議を開催し、この会議を核

として経済・観光、芸術・文化、青少年など幅広い分野における交流を展開してきてい

ます。今年１月には第 16 回鹿児島・シンガポール交流会議がシンガポールにおいて開

催され、その際にも鹿児島の特産品の商談会や、観光セミナーを開催するなど、継続的

にプロモーション活動を実施しています。 

販売指定店証の授与： 

マスターシェフのジャスティン・クエック氏

と鹿児島県丹下副知事 
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今回のトップセールスにおいて、クレアシンガポール事務所では、関係訪問先へのア

ポイントメントの取得、車両の手配、来星期間中の同行などの側面的な支援を行いまし

た。今後も、地方自治体のシンガポールでの活動が効果的なものとなるよう支援を行っ

てまいりたいと思いますので、ぜひお気軽にご相談ください。 

 

（吉本所長補佐 鹿児島県派遣） 


